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技術の概要

３．技術の効果

　河川区域内の流木捕捉施設について明確な技術基準等がない中、被災後に既往知見等を踏まえ机
上で設定された当初案の水理模型実験で確認したところ、流木捕捉率は10～20％程度であった。水理
模型実験により流木の挙動や施設形状による捕捉性能を確認しながら段階的に改良することで、流木
捕捉率の大幅な向上を図った。
　施設形状の改良に加え、流木捕捉に伴う貯木地内の水位上昇や流木の再流出といった課題に対して
も、スリットや排水路等の配置・諸元を模型実験により検証することで、流木捕捉性能と洪水時の安全性
を両立した施設計画とした。最終的な模型実験では、各流量・流木投入条件に対して約75％の流木捕
捉率が確認された。
　さらに、完成した小野川流木捕捉工では令和5年7月の出水時に実際に多数の流木が捕捉された。貯
木地で捕捉された比較的大きな流木は捕捉工下流側ではほとんど確認されておらず、模型実験等に基
づき計画・設計した施設が、実洪水においても流木捕捉機能を発揮したことが確認された。

４．技術の適用範囲

２．技術の内容

５．活用実績

山国川（水理模型実験等について現在実施中）大分県：小野川（施工・運用済）

　本技術は、豪雨時に大量の流木流出が想定され、橋梁や河川構造物への流木集積・閉塞による被害
が懸念される河川における、流木捕捉施設の計画・設計に適用できる。
　特に、流木捕捉施設は、河道形状や流量、流木量・流木長等の現地条件によって流木の流入・捕捉特
性が大きく変化するため、既往知見のみでは施設形状や諸元の設定が困難な場合がある。 このような
施設に対して、水理模型実験と平面二次元流況解析を組み合わせることで、現地条件に応じた施設形
状・諸元の最適化を図ることができ、同様の課題を有する他河川への展開も可能である。

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　平成29年7月九州北部豪雨では、大分県が管理する筑後川水系花月川支川小野川において、洪水に
よる浸水被害に加え、橋梁に流木が集積・閉塞したことで洪水流が阻害され、堰上げによる被害が発生
した。また、流域には山腹崩壊等による倒木が残存し、その後の出水による流木流出も懸念されたこと
から、再度災害の防止・軽減を目的として流木捕捉工の整備が計画された。
　一方、河川区域内に設置する流木捕捉施設は全国的にも類似事例が少なく、施設形状と流木捕捉効
果の関係に関する知見や完成施設の効果検証データも十分ではなかった。こうした中、災害関連事業と
して緊急性を確保しつつ、効率性・確実性の高い施設計画を行う必要があったことから、水理模型実験
等を活用した施設諸元・配置の検討に取り組んだ。

　本技術は、河道及び流木捕捉施設を再現した水理模型実験と平面二次元流況解析を組み合わせ、流
木捕捉率、流量分派率、水位・流速等を定量的に評価しながら、流木捕捉施設の形状・諸元を設定する
計画・設計技術である。
　小野川では、河道湾曲部の外岸側に貯木地を設け、上流側から流水と流木を分派させ、下流側のス
リットで流木のみを捕捉する分派型流木捕捉工を採用した。施設形状の検討では、平面二次元流況解
析により流向・流速を確認して効果的な改良範囲を予測し、水理模型実験により流況や流木捕捉性能を
確認しながら施設形状を段階的に改良した。
　また、流木を効率的に貯木地へ導くための流入部の改良に加え、流木捕捉に伴う貯木地内の水位上
昇や再流出を抑制するため、スリットや排水路等の補助施設についても模型実験により配置・諸元を検
討し、その成果を構造設計へ反映した。
　「平面二次元流況解析による改良範囲の予測」→「水理模型実験による流況・捕捉性能の確認」→「施
設形状の改良」→「補助施設・構造諸元の設定」という一連の検討技術により、現地の河道特性や流木
条件に応じた流木捕捉施設の計画・設計を可能とした。

１．技術開発の背景及び契機
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